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◆対話の進めかた

地区に住んでいるからこそ
知っている課題や実態
などの意見

地区別計画の策定

長崎市
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第１回
8月17日(土)

●施設の現状や
見直しの必要性
について知る

第2回
9月28日(土)

●第1回対話も踏ま
えた市の考え方の
説明及び意見交換

●対話のまとめ

第3回
12月14日（土）

●第2回までの対話
を踏まえて市が
検討した結果に
対する意見交換

●対話のまとめ



◆ 公共施設のあり方・見直しの基本的考え方、

いただいたご意見等に対するお答え（15分）

◆ グループでの話し合い、及び意見のとりまとめ（45分）

◆ 発表（35分）

◆ まとめ

本日の流れ
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人口減少
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どうしたらいいのだろう？

古くなった公共施設の

修理に費用がかかる

公共施設の

利用者の減少
医療・介護など福祉

にあてる予算の増大

少子高齢化

なのに

公共施設の

量の増大

なのに
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このままでは
今の施設すべての建替え・修理
はできません

施設はそのまま維持できるの？

平成２７年度から 今後３０年間 の
「建て替え」 や 「改修」 にかかる費用

不足額は… ８７９億円
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琴海地区の
公共施設の

配置の考え方
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かわら版



コミュニティ活動施設に係る主なご意見

・建つ位置を考えると、尾戸からも利用があっ
ているのではないか

・体育館機能については、需要があるようなの
で残せないものか。
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使い方
について

・武道場としての機能を含め、琴海南部文化セ
ンターに集約できるのでは。

施設
について

琴海北部研修センター

琴海南部しらさぎ会館



コミュニティ活動施設に係る主なご意見

・琴海北部研修センターの厨房（調理室）
を、設備が新しい活性化センターにまとめ、
利用者が不便にならないよう、バス・タクシーの
借上げにより交通の確保をしては。

・会議室、ホール、調理室の機能は、琴海文
化センターに全部揃っているので、集約しても
いいのでは。
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施設
について

琴海活性化センター
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コミュニティ活動施設

市民に最も身近な場所でサービスを提供する施設は、概
ね小学校区に配置

広いスペースや特定の設備が必要な施設は、概ね
中学校区に配置

広域的利用施設は、長崎市の
都市計画上の地域拠点または
交通の便のよい場所に配置

市域全体から利用される施設は、交通の便のよい都心
部及び都心周辺部に配置

琴海文化

センター

三重地区

市民センター
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施設を見直すこと

行政サービスをなくすこと
建物が減る 行政サービスは残る

コミュニティ活動施設について

お答え

・各施設のあり方や、各種機能の集約の時期等につ
いては、利用者の利便性等を勘案し、地域の方々の
意見を伺いながら検討していきたいと考えています。



配置の考え方について
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【ご意見】

・公共施設の配置は校区で考えるべきものなのか。

・身近な場所や日常的に行動する範囲の中で受けられ
るサービスについては、基本的には学校区で考えていくこ
ととしておりますが、市民対話でお伺いした地域固有の
事情を踏まえ、地区別計画策定の際に参考にさせてい
ただきます。

お答え



【前回各班から出された主なご意見】

琴海地域センター・長浦事務所

・使い方を考えた方がいのではないか。郷土資
料館として使うことも検討されていいのでは。
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施設
について

使い方
について

・使っていない部屋も多く、建物も古くなってき
ている。行政事務所としては、スモール化を検
討してもよい。



琴海地域センター・長浦事務所
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・現在の職員体制に対する施設規模は大きすぎる状況
です。

・建物が耐用年数（概ね65年）を迎えるまでは、未利
用スペースの有効活用を検討する必要があると考えてい
ます。

お答え



【前回各班から出された主なご意見】

地域おこし協力隊住宅

・ここ数年使われていない。空き家を残しておく
よりは、更地にした方が売れる可能性がある
のでは。
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施設
について
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・施設は、昨年10月まで協力隊員が使用していましたが
、現在は次期隊員の募集を行っています。

・施設については老朽化しており、今後職員住宅としての
必要性もなくなることから、用途廃止を行い、利活用の
検討を行いたいと考えています。

お答え

地域おこし協力隊住宅
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・学校跡地等の大規模資産の市場性や利活用の可能
性について、民間事業者から意見を求めるため、「サウン
ディング型市場調査（8月~10月）」 を実施いたしま
した。

・多数の問い合わせをいただきましたが、応募を頂くまでに
は至りませんでした。

・原則として、防犯上の観点から建物を解体し、更地に
したうえで売却に向けての手続きを進めていきます。

ご報告

旧尾戸小学校



地区に住んでいるからこそ
知っている課題や実態
などの意見
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第１回
8月17日(土)

●施設の現状や
見直しの必要性
について知る

第2回
9月28日(土)

●市が考える施設の
配置の考え方に
対して、意見や
提案を行う

第3回
12月14日(土)

●第2回までの対話
を踏まえて市が
検討した結果に
対する意見交換

●対話のまとめ

取りまとめ

●これからの流れ●

地区別計画の策定
（お伝えする機会を

作りたいと考えています）

長崎市


